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口蹄疫に関する研究
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駐在場所： Foot-and-Mouth Disease Laboratory, 

Pak Chong Thailanct 

駐在期間： 1967年 9月~1968年 8月

口蹄疫は牛，豚など，主として偶蹄類動物の間に流

行する，ウイルス付の急性伝染病である c 致死率は一

般に低いが伝災力ぱぎわめて強く，かつ病原ウイルス

バ刑が多し、、ため，その予防杖咸がむずかしく，ひとた

びこれが流行すると短期間のうちに多くの家畜が被寅

をこうむり，畜産におよぼず不安も少なくなし、。本砧

はアジア・中近東，アフリカ・ 中南米o)Jl, し、地域に常

在し，ョーロッパにおし、ても今な認多くの[Ji]がしはし しかし，この他に統計洩れが相当数にのばると人な

ばそハ流行に悩まされてし、る。さし、わし、，わが国には されれて lヽ るので，実際の発1数は同表の数値を大き

長年本柄の発ルはなし，が，国際交流の著しし、仲展にこ く卜．まわると推寮される C 流行ウイルスの利ば0、t¥

もなって，本1内のわが同への佼人（／）危険性も芦虐，．）て 杞よひアジャ Iハ 3型である。

来てし、る。とくにわが国のよりな本肪の処女地にあ、 タイ国で実施されてし、る II蹄疫防除対第ば．流いウ

ては，そのもたらず被害は大ぎいことが予想され，そ イルス翌1).0)鑑別診断と， ：どの結果にもとづく，ワクチ

の防除対策は決してゆるがせにできなし、c, さらに本的 ンによる予防接柾が1体である。しかし，そ，}）成果を

の根本的な解決をはかるためには，ぜひとも広し、視野 あげるためには，、『血の難題が山積して認り，創」途遠し

に立った強力な国際協刀が岨まれる。筆岩は1967イf-9 J)感が深い。難題のエなも乃を略述ずれば次］うおとり

月より 1年間，タイ国・守「国役研究所に駐在し，「H愉 である C 1) 「1闘疫の流りか常在化しているため..也

疫り）研究に従市した-. 畜を殺処分することがで苔ず．これが新しし、流行訛＇，ニ

はる.) 2) 致ダ［半が低し、;'.喜）．畜主が届出を好まず、

タイ国の口蹄疫 従ぅて発見が，/3くれて流行を大ぎくずる 3) 流行閑

タイ国の南の平島部には「国疫の発生はなし、か．こ に 31¥IJあり，各型ワクチンの'I項f,'拾よ〇、予防接種か必

9う地域を除けばほとんど全日約に流行がくりかえされ 要である 0 --!)ワクチ／生咋誓がはなは応しく不足し

てし、る。政府の統計によると, 1962年から 1966年まで てし、る C ;))ワクチンが質的に不満）じである 6)国

の 5年間に、おける，口蹄疫の発生件数ぶよび罹息家畜 樟線が長く，国外からい侵入防RLーが容易でなし、- 7) 

頭数は第 1人,}_)とおりである^ 技術者が質および昌ともに不足してし、る

家畜術牛試験場

第 1表 fl蹄疫発竹数認よび罹息家畜頒数

発牛 罹息家畜頭数
年次

什数 ウシ 水牛 プク

1962 132 l-!,872 .t.727 299 

1963 187 :3s、:320 16, 77-1 2:5 

1964 2:,8 '.19, ~」4 18,210 :-375 

196:; 177 15.:H6 16.531 472 

196fi llB ti, Ul ↓ , 607 l」3
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口蹄疫研究所

Bangkok から北東約 170km ,; う斤悛り上にあり，

広大な放地と窄気泊澄な環塙に忠まれてしヽる。 19S8年

にタイ国政府， FAOおよび USOMo) 3者の協｝）によ

）て創設された。現在，職員はすべてタイ人で総数↓0 

名余，そのうち研究員は所長以下獣医帥11名，薬剤帥

l名，捕助獣桝師 5名である。最重要業務は 11飩疫ワ

クチンの製造で，施設， 予算および労力の大部分がワ

クチン製造とそ 0)関辿業務に渭てられている，、次に重

嬰な業務は，野外からの病性鑑定材料の診断である,:

祈知見や新技術の開発改良0うための研究業務ぱまだ低

調であるr

研究成果

l 間拡補体結合反応による、ウシ lfll泊中の抗体の

検出測足法の確＼グ

n蹄疫に感染免疫したウシハ [(flり『中J)抗体を検出測

定するには，“乳0)みマウス"または組絨培蓑細胞を用

し、るウイルス中和反応 (VNJ を禾I」月］ずる ,J)が普通で

あるへしかし， この方法は“乳の．及マウス"または適

％乍組織培羞細胞の供給が不允分な場合にーは実施でぎ

なし、，、主 fこ，牛きたウイルスを必要とし，かつ結果の
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第 1図 ICF試験による各種試験牛の

血清中の抗体価測定

ふり

判定までに数 Hを要する。 VN成除のこれらの欠点を

補なり目的で，間接補体結合反応(ICF)J)利用を成験

した()その結果の一例は第 1I文］のとおりであるぐ

すなわち， 1)強ルウイルス感染牛の 1(11泊中には，感

染 7日後にすてにかなり／加加の抗体が検出てきた

2) マウス継代聞化ウイルス感染牛の血り『中の抗体は，

感染 7日後にはまだ低しヽ価しかぶさなかったが， 1.+日

後には岐返値に逹し， 21日後には名'l・下降の傾向を小

すものが多かうた、＇、この時期に強占ウイルス攻撃を h

なうと抗体は再L:昇した，, 3)夕じ,IJワクチン接秤で免

疫したウシの血中抗体｛曲は一般に低く， こり方法で検

出で苔なし、ものが多かった，、なお， こJ)Jj法は水牛,n
血清にも応用可能であ，,たが，豚のI肛清には応用でき

なかった。以上はすべて生含たウイルス材料を抗原と

して用し、た場合の糾呆である r、
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第 2図 無加熱抗原と 56℃ 30分加熱杭原の

ICF試験における反応性の比較

第 2図ぱ'i:.抗原と ;i6℃ : 11)分間加熱抗原こ J)比較，試

験))結果である 抗原の感決}J:i、56'(30分間I!)/Ji]熱

によ..て著しく低下すろが， IFし反応性は若 I'低下す

るにとど主·'にぐ~、以上り結果を要約ずると，筆者 J) 術

式による ICF試験は，鋭敏度におし、ては ¥'N試験tこ

ぢよばなし、と思われるが、マウスや糾織培只細胞を必

要とせず．知時間Jううおに糾果の平lj定が,,I(磨：：克'),
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かつ加熟1べ活化抗原でも試験NF熊である心と'v)利点パえ

ィiし，実験閲塙，成翡愈「l1Y1によ-、て1ま打1廿杖了段l:l 

c祈1Hできるものと息われる 0

2 組織培五法の確立

規今，組織培五法の活用はウイルス柄0)研究に

.. , □1叫欠0)手段である C, この研究所におし、ても従末

／）技術り導入1開発に努力がなされたが，加設そ U)他I

第 2表 VN試験と ICF試験による，＇＇八

血心抗体/illj測定伯U)比較

VN試験による ICF試験による
試険牛 抗体価 抗体価

番バ 強占ウイルス攻撃 強山ウイ Jl.

前* 7日後 即* 7 11 

C-121 

C--128 

C-、 29

C-13D 

20 

20 

2J 

20 

6」()

610 

6-!0 

6cl0 

）` 

10 
10 
10 

:-120 

6」0

J20 

320 

＊ワクチン接種21日後

VN=ウイルス中和反応， ICF=間接袖体結合反応

ずかしし、条件か多く，成呆をl:げるに全らなかった

種々の条竹0)検詞改汎を行なし、実験を重ねた結果）｛丁

期も大平を過ぎる切にな,,、て，やっと［豚腎上皮組緑

<7) J')'t_),;q細胞培査が定常的に行なしヽうるように心った。

窮 2表は，この糾織培長を活用した試験の結果の 1例

である。

この表は， ワクチン~試験＇卜の血泊中の」力体価を，

lCF試験と，組織招丘を用し、た VN試騎によって測九

し比較した心いであら r

惰翡は初 I叫派辿い研究員としてこ〇~）研究所に ll:iT

し，孤軍佑罰jり iちに 1年が過ぎた。任期の計j半はロ

とんど研究J塁椅iTJ幣仙と研究材料の確保に追われ，ま

た，後半は研究手段術式り）確立に多くを費やし，充分

な研究成果をあげ得なかったことを遣憾に思ぅへしか

し， 口蹄疫の流行について種々買璽攻見聞と体験を印

ね得たことははなはだ有色息であった。 !CF試騒およ

び組織培投法の確立は， ili所におし、て試騒動物(7)I紅中

抗体測定に役立つことが少なくないと息われ，今後こ

れらの方仏を活用した研究の成果を期待ずるもいてお

るC 
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乳在場所： Fの 1-anc!-:¥louthD侭 aseLalx,ratorY, 

Pak Chong, Thailand 
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l 組織培贔法による II跨疫のlj'l和抗体測定

着ff、竹時，‘引研究所では中和抗体の測定につし、

全く実膨されておらず，当研究所で快造されてし、ろ

Fn→ nkel 法による不活化ワクチン（以ドワクチンと略

ず）り免疫原性につし、ては明賄で芯かった，、そこでこ

り免疫原竹を知るた¢もり力i1、として，定是的中和抗体

測定法につし、て検祠し

まず彼初にウイルス価検定こつし，て，仔牛腎細胞

（着f「‘片時研究所で使用してし＼た）を用 lヽ ズ検ii、1した

が，良好！［結果が得られなかったため，バンコクにあ

るウイルス研究所の山田夷門家から 1ぅHK (ベヒーハ

ムスク←—腎）株化細胞を分与してもら 1,,検討したと:.

ろ， 0, A, Asia 1 各刑ウイルス価につし、て良好な

結果を得此〉それ以後，組織培費にはすべて BHK細

写真 1 口蹄疫ワクチン製造作業

胞を月］し，て実験を行なっ tこC

つきに｀各刑ウイルスとこれらのウイルスに感染阿
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